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概    要 OVA の経口投与で即時型アレルギー性下痢症状を呈する食物アレルギーモデルを
用い、抗原感作が成立した状態からトレランスを誘導する方法を検討した。CD8 陽性Ｔ細胞が著減して
いる OVA 特異的 TCR 発現トランスジェニックマウス(TCR-tg)に OVA 感作野生型マウスの CD8 陽性
Ｔ細胞を輸注するとアレルギー症状が抑制された。症状抑制には CD8 陽性 T 細胞による IL-10 産生と










































異的 IgE と Th2 細胞が共に存在し、OVA 経口投与
により即時型アレルギー性下痢症状を呈する OVA








CD8 陽性 T 細胞が食物抗原に対し抗原特異的抑
制機能を発揮するためには、外因性抗原である食
物抗原が樹状細胞のクロスプレゼンテーション機
能によって CD8 陽性 T 細胞に提示され、獲得型調
















原である OVA に反応して in vivo で分裂増殖し、
腸管膜リンパ節にホーミングした CD8 陽性 T 細
胞がアレルギー症状抑制に関与していることが示
唆された。 
野生型マウス由来の CD8 陽性 T 細胞の輸注で
は、OVA 経口負荷後に腸間膜リンパ節における
IL-10 の mRNA の発現が増強していたことから、
抑制機序における IL-10 の役割を解析するため、
IL-10ノックアウトマウス由来のCD8陽性T細胞
を輸注した。その結果、IL-10欠損 CD8 陽性 T 細
胞の輸注でも即時型下痢症状と低体温の出現率が
抑制され、腸管局所での IL-4 mRNA 発現や活性
化マスト細胞が発現するmmcp1のmRNA発現の
増強が抑制された。しかし、症状抑制効果および、
IL-4 と mmcp-1 の mRNA 発現増強の抑制は野性
型マウス由来の CD8 陽性 T 細胞を輸注した場合
に比べ減弱していた。 






回の検討で、IL-10欠損 CD8 陽性 T 細胞の輸注で
は、アレルギー症状の抑制効果が部分的であった






















本 研 究 の 内 容 は The 10th International 
Symposium on Dendritic Cells 2008 の一般演題、
第 20 回日本アレルギー学会春季臨床大会の教育講
演、第 58 回日本アレルギー学会秋季学術大会 のミ
ニシンポジウムで発表。 
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